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9月6日実施の精神保健福祉審議会において報告した内容

9月6日実施の精神保健福祉審議会では、
・精神疾患を有する患者の状況
・精神病床の推移
・入院形態別の状況
・在院日数・退院率
について、主に本県と全国の状況を比較したデータを報告した。
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9月6日実施の精神保健福祉審議会においての要望

精神保健福祉審議会において、委員から以下の要望が出された。
・２次医療圏での患者の状況、地域において患者がかかりたい医療が提供
できているかの状況を把握できるもの

・２次医療圏における医師の確保状況、医師の数、地域における医師の状況
・地域における病院や診療所の割合
今後の精神医療を考えていく際に、各地域における情報の把握の必要性が
あることから、２次医療圏における情報について令和２年度630調査、地域精神保
健医療福祉社会資源分析データベース（RemRHAD）、日本医師会 地域医療情報
システムの情報を基に整理した。

※なお、この資料における「⼀般病院」とは、精神科以外の診療科を標榜する病院のうち、精神病床を
有する病院のことをいいます。
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１ ２次医療圏における病床の状況について
（１）地域ごとの病院数（総数・精神科病院・一般病院）

・地域ごとの精神病床を有する
病院数は、精神科病院・一般病
院ともに横浜が突出している。

・川崎南部、県西の病院数がす
くない。

・湘南西部・県西には精神病床
を有する一般病院がない。

【出典：厚生労働省「令和２年度630調査」よりがん・疾病対策課作成】

横浜 川崎北部 川崎南部 相模原 横須賀・三浦 湘南東部 湘南西部 県央 県西

総数 29 7 2 6 6 5 6 7 3
精神科病院 16 5 1 4 2 4 6 5 3
一般病院 13 2 1 2 4 1 0 2 0
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１ ２次医療圏における病床の状況について
（２）地域ごとの精神病床数（許可ベース）（総数・精神科病院・一般病院）

・地域ごとの病床数も精神科病
院・一般病院ともに横浜が突出
している。

・川崎南部は前述の病院数と同
様、他の地域に比べ、非常に少
ない。

・川崎北部・湘南西部・県央・県
西は、病院数では横浜を除く他
の地域とほぼ同数だが、病床
数では他の地域より多く、１病
院あたりの病床規模が大きいこ
とが窺える

【出典：厚生労働省「令和２年度630調査」よりがん・疾病対策課作成】

横浜 川崎北部 川崎南部 相模原
横須賀・三

浦
湘南東部 湘南西部 県央 県西

総数 5,046 1,514 238 961 882 913 1,504 1,586 891
精神科病院 3,824 1,351 200 834 496 869 1,504 1,377 891
一般病院 1,222 163 38 127 386 44 0 209 0
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１ ２次医療圏における病床の状況について
（３）地域ごとの在院患者数（総数・精神科病院・一般病院）

・在院患者数は、精神病床数の
傾向とほぼ同様の状況となって
いる。

【出典：厚生労働省「令和２年度630調査」よりがん・疾病対策課作成】

横浜 川崎北部 川崎南部 相模原
横須賀・三

浦
湘南東部 湘南西部 県央 県西

総数 4,074 1,280 191 834 750 815 1,286 1,294 782
精神科病院 3,025 1,147 178 756 438 774 1,286 1,154 782
一般病院 1,049 133 13 78 312 41 0 140 0
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１ ２次医療圏における病床の状況について
（４）地域ごとの空床数（総数・精神科病院・一般病院）

・空床数は、病床数の状況と比
べて、川崎南部の精神科病院、
相模原の精神科病院、湘南東
部の一般病院の空床数が少な
くなっている。

・横浜の精神科病院の空床数
は他の医療圏域と比べて多く
なっている。

【出典：厚生労働省「令和２年度630調査」よりがん・疾病対策課作成】

横浜 川崎北部 川崎南部 相模原
横須賀・三

浦
湘南東部 湘南西部 県央 県西

総数 786 234 47 127 132 98 181 232 95
精神科病院 617 204 22 78 58 95 181 163 95
一般病院 169 30 25 49 74 3 0 69 0
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１ ２次医療圏における病床の状況について
（５）地域ごとの人口千人あたりの病床数及び在院患者数並びに病床利用率【総数】

【出典：厚生労働省「令和２年度630調査」よりがん・疾病対策課作成】

・人口千人あたりの病床数で見
ると、病院数や病床数で突出し
ていた横浜は中位となる。

・湘南西部・県西は千人あたり
の病床数は2.5床を超えてお

り、病床利用率も９割近くで高
い。

・川崎南部は人口千人あたりの
病床においても少ないが、病床
利用率も他地域より低い。

・千人あたりの患者数は、千人
あたりの病床数とほぼ比例して
いる。
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１ ２次医療圏における病床の状況について
（６）地域ごとの人口千人あたりの病床数及び在院患者数並びに病床利用率【精神科病院】

【出典：厚生労働省「令和２年度630調査」よりがん・疾病対策課作成】

・精神科病院と一般病院の総数
では人口千人あたり１床を超え
ていた横浜、横須賀・三浦は、
精神科病院の病床数では人口
千人あたり１床を下回ってい
る。

・横浜、川崎北部の病床利用率
は、他の地域に比べて低くなっ
ている。

・川崎南部は人口千人あたりの
病床は少ないが、病床利用率
は９割近くとなっている。
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１ ２次医療圏における病床の状況について
（７）地域ごとの人口千人あたりの病床数及び在院患者数並びに病床利用率【一般病院】

【出典：厚生労働省「令和２年度630調査」よりがん・疾病対策課作成】

・一般病院の人口千人あたりの
病床は横須賀・三浦が最多と
なっており、次いで横浜、県央、
川崎北部の順になっている。

・精神科病院に比べて病床利
用率の差が大きい。
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２ ２次医療圏における精神病床を有する病院の医師等の状況について
（１）２次医療圏における精神科医師及び精神保健指定医数 ・病院数・病床数の多い横浜の

精神科医師数が多くなってい
る。

【出典：厚生労働省「令和２年度630調査」よりがん・疾病対策課作成】

横浜 川崎北部 川崎南部 相模原
横須賀・

三浦
湘南東部 湘南西部 県央 県西

神奈川県

全体

精神科医師数 134 37 6 21 16 27 41 36 28 346
精神科医師数のうち、

精神保健指定医数
107 32 5 18 10 22 25 26 16 261
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２ ２次医療圏における精神病床を有する病院の医師等の状況について
（２）２次医療圏における１名の精神科医師あたりの病床数 ・精神病床数/精神科医師数

で、１名の精神科医師あたりの
精神病床数を見ると、横須賀・
三浦の病床数が多い。

・湘南東部、県西は、１名の精
神科医師あたりの精神病床数
が少ない。

※常勤・非常勤の区別なく、１
名の精神科医師あたりの病床
数を見ているため、配置基準と
は異なる。

【出典：厚生労働省「令和２年度630調査」よりがん・疾病対策課作成】
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２ ２次医療圏における精神病床を有する病院の医師等の状況について
（３）２次医療圏における精神科看護職員数（看護師・准看護師）

・看護職員数も横浜が最多と
なっている。

【出典：厚生労働省「令和２年度630調査」よりがん・疾病対策課作成】

横浜 川崎北部 川崎南部 相模原
横須賀・三

浦
湘南東部 湘南西部 県央 県西

神奈川県

全体

精神科における看護職員

(看護師・准看護師) 1,173 414 45 219 128 215 436 337 250 3217
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２ ２次医療圏における精神病床を有する病院の医師等の状況について
（４）２次医療圏における精神科看護職員数（看護師・准看護師）１名あたりの精神病床数

・精神病床数/精神科看護職員

数で、看護職員（看護師・准看
護師）１名あたりの精神病床数
を見ると、横須賀・三浦の病床
数が多い。

・湘南西部、県西、川崎北部の
看護職員１名あたりの病床数
は少ない。

※常勤・非常勤の区別なく、１
名の看護職員あたりの病床数
を見ているため、配置基準とは
異なる。

【出典：厚生労働省「令和２年度630調査」よりがん・疾病対策課作成】
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３ ２次医療圏における医療資源の状況について
２次医療圏における医療資源の状況

・精神科診療所、訪問看護ス
テーションは、横浜が突出して
いる。精神科診療所は県内の
45％が横浜に集中している。

・川崎南部は病院数は少ない
が、診療所は川崎北部と同等と
なっている。

【出典：日本医師会「地域医療情報システム」よりがん・疾病対策課作成】
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訪問看護ステーション数 216 45 26 39 43 43 38 57 30
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４ ２次医療圏における障害福祉資源の状況について
２次医療圏における障害福祉資源の状況

・ホームペルプサービス、訪問
介護サービスは横浜が突出し、
次いで川崎、相模原の順に政
令市に資源が集中している。

・短期入所は、横浜に次いで県
央、湘南西部の順に資源が多
い。

【出典：「RemRHAD」よりがん・疾病対策課作成】

（１）介護給付

居宅介護 重度訪問介護 行動援護 生活介護 短期入所 施設入所支援

横浜 459 398 53 198 50 25
川崎北部 68 58 17 46 8 4
川崎南部 63 55 13 22 6 1
相模原 112 89 3 66 23 7
横須賀・三浦 89 71 6 61 23 9
湘南東部 86 80 9 41 17 5
湘南西部 58 50 5 56 29 16
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県西 36 30 1 25 15 6
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４ ２次医療圏における障害福祉資源の状況について
２次医療圏における障害福祉資源の状況

・各障害福祉サービスとも横浜
が突出している。

・グループホーム、就労継続、
就労移行サービスは、県央の
資源数が多い。

【出典：「RemRHAD」よりがん・疾病対策課作成】

（２）訓練等給付

共同生活援助 宿泊型自立訓練
自立訓練(生活訓

練)
就労継続支援（Ａ

型）

就労継続支援（Ｂ

型）
就労移行支援 就労定着支援 自立生活援助

横浜 209 4 15 24 137 58 34 23
川崎北部 37 0 7 4 25 11 7 0
川崎南部 17 1 3 5 15 17 12 0
相模原 55 0 7 5 55 18 7 1
横須賀・三浦 60 0 2 9 41 12 8 2
湘南東部 54 1 2 5 42 19 13 2
湘南西部 60 1 0 7 53 7 3 0
県央 66 0 5 6 70 21 14 1
県西 18 0 1 1 33 4 3 0
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５ ２次医療圏における患者の詳細分析
（１）病院所在地と患者住所地の状況

・横浜及び川崎南部の病院は、
令和２年６月30日時点で入院

患者の約７割が市内の患者と
なっている。

・その他の圏域は、圏域内に住
所がある患者よりも圏域外に住
所がある患者が多く、特に川崎
北部、横須賀・三浦、県央は顕
著である。

【出典：厚生労働省「令和２年度630調査」よりがん・疾病対策課作成】
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市区町村まで同一

（政令市は市内まで同一）
2,845 470 129 388 195 370 556 377 343

異なる 1,219 810 61 445 550 445 724 911 437
海外居住 0 0 0 0 0 0 0 0 0
不明 10 0 1 1 5 0 6 6 2
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５ ２次医療圏における患者の詳細分析
（２）入院患者の年代別の状況

・40歳以上65歳未満が最多の

医療圏域が多いが、川崎北
部、県西では75歳以上が最多
となっている。

・川崎南部では、75歳以上の割
合が40歳以上65歳未満、65歳
以上75歳未満を下回っている。

【出典：厚生労働省「令和２年度630調査」よりがん・疾病対策課作成】
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20歳未満 164 46 0 4 5 1 1 11 1
20歳以上40歳未満 365 87 15 56 74 41 70 89 46
40歳以上65歳未満 1,581 374 98 353 378 321 478 540 226
65歳以上75歳未満 831 241 44 192 135 183 326 300 195
75歳以上 1,133 532 34 229 158 269 411 354 314
不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0



５ ２次医療圏における患者の詳細分析
（３）入院患者の年代別割合の状況

・年代別の状況を比較すると、
20歳未満～40歳未満の層の患
者は少なく、40歳以上の年代の
患者数が多いことが伺える。

・横浜、川崎南部、横須賀・三
浦では、65歳未満の患者が５
割を超えている。

・川崎北部、県西では４割の患
者が75歳以上となっている。

【出典：厚生労働省「令和２年度630調査」よりがん・疾病対策課作成】
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５ ２次医療圏における患者の詳細分析
（４）入院期間別の状況

・患者の入院期間別に見る
と、各医療圏とも１年以上５
年未満が最多となってい
る。

【出典：厚生労働省「令和２年度630調査」よりがん・疾病対策課作成】
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1ヶ月未満 579 164 24 59 137 73 134 95 55
1ヶ月以上

3ヶ月未満
583 200 10 81 168 99 146 149 78

3ヶ月以上

6ヶ月未満
357 118 14 68 80 69 90 133 43

6ヶ月以上

1年未満
398 150 10 119 60 80 127 131 59

1年以上

5年未満
1,216 459 45 335 172 261 369 418 272
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10年未満
503 108 19 114 68 96 172 194 128

10年以上

20年未満
274 64 25 49 48 80 155 123 83

20年以上 164 17 44 9 17 57 93 51 64
不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0



５ ２次医療圏における患者の詳細分析
（５）１年未満の入院患者の割合

・入院期間が１年未満の患者の
割合は、横須賀・三浦が６割近
くとなっている。

・川崎南部及び県西は１年未満
の患者の割合は３割となってい
る。

【出典：厚生労働省「令和２年度630調査」よりがん・疾病対策課作成】
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